






・ 排水に悪影響が生じる。 
このため、地元の住民の方々にとって到底受け入れてもらえる案ではない。 

 
（３）落差工による方法 

図－４に示すように人為的に遊水地越流部付近の水位を上昇させ、遊水地容量の有効活

用を図ることについて検討する。 
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落差工により越流堤箇所の河道水位を上昇させ

活用容量増大を図る 
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図－４ 落差工による水位変化イメージ図 

 
①小田遊水地および新居遊水地（服部川） 
図－５に３川合流部の直上流の服部川に高さ３ｍの落差工を設けた場合の河川水位の変

化を示す。図に示すように水位の変化はほとんど見られない。これは、小田遊水地および

新居遊水地付近が、木津川との合流や狭窄部によるせき上げの影響を受ける背水区間であ

るためと考えられる。越流堤付近の河川水位を上げるためには少なくとも落差工を５ｍと

する必要がある。（図－６）この場合、落差工による影響のため遊水地上流の河川水位が上

昇し、計画高水位を超え氾濫被害が生じる。そのため、ここに落差工を設けることにより

遊水地容量の有効活用を図ることはできない。 
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